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時 学習内容 手だて・配慮 評価
導入 10 挨拶書写について 机と自分の体
理解









展開 20 好きな字を書く 必要に応じて









































































































































































































































































































Single-Gase Designs for Increasing Greetings Behavior 


































































































































































































































































段階A 9回： 1月9日から 1月19日
段階B 10回．・ 1月22日から 2月5日
段階C 14回： 2月6日から 3月5日








































































































































































































































近似値p= (33+ 1) / (1000+ 1) =.0339（片側検定）
以上のように「挨拶の声」の項目の評定は統計的に有
意であった。 (p<.05) すなわち，指導仮説 1は採択され，
ベースライン期と処理期を比較すると処理期の評定の方
が有意に高く，挨拶行動の指導に効果があると判断でき
















n = 34. H = 10.3, df= 2, p =.0032（両側検定）
n = 34, H = 1.3, df = 2,p =.0016（両側検定）
n = 34, H = 12.4, df = 2.p =.0007（両側検定）
の 3指導間の検定の結果は，以下の通りであった。
以上のように 3項目とも 3指導間が統計的に有意であ






「挨拶の声」 lく2. 1 <3 • 2 = 3 n.s. 
「表情」 lく2* 1 <3 * 2 = 3 n.s. 






「挨拶の声」 1 =9.3 2=20.2 3 =22.0 
「表情」 1 =9.3 2= 19.6 3=22.7 
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